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本研究会の活動（2019年4月～2020年3月）

本
研
究
会
の
活
動
（
2019
年
4
月
～
2020
年
3
月
）

第
297
回
4
月
27
日
（
土
）

　

記
紀
に
描
か
れ
た
兄
弟

　
　
―
〈
末
子
成
功
譚
に
つ
い
て
〉
―�

川
上
莉
奈

　
『
徒
然
草
』
に
描
か
れ
た
「
入
道
」
に
つ
い
て�

徐　

永
林

　

賢
木
巻
・
野
宮
の
わ
か
れ
再
考

　
　
―
典
拠
と
し
て
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
巻
―�

後
藤　

京

第
298
回
6
月
15
日
（
土
）

　
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
け
る
賜
姓
源
氏
に
つ
い
て�

中
村
麻
耶

　

藤
原
行
成
和
歌
不
得
手
に
関
す
る
文
章
の
考
察

　
　

�

―
『
枕
草
子
』「
職
の
御
曹
司
の
西
面
の
立
蔀
の
も
と
に
て
」
段
に
お
け

る
〈
歌
〉
を
〈
う
た
ふ
〉
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
―�

中
山
紗
恵

　
『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
の
長
歌
の
考
察�
福
山
美
都

第
299
回
7
月
27
日
（
土
）

　

異
類
婚
姻
譚
に
お
け
る
『
木
幡
狐
』

　
　
―
和
歌
素
材
と
し
て
の
異
類
と
お
伽
草
子
―�

大
野
暖
奈

　
『
文
集
百
首
』
に
お
け
る
定
家
の
詠
歌
方
法
に
つ
い
て

　
　
―
句
題
の
一
部
の
文
字
を
和
歌
に
詠
ま
な
い
場
合
に
注
目
し
て
―

�

黄　

夢
鴿

　

貫
之
集
に
お
け
る
「
す
れ
る
衣
」
の
一
側
面�

蒲　

姣
艶

第
300
回
9
月
21
日
（
土
）

　

光
源
氏
論

　
　
―
そ
の
「
心
長
さ
」
の
両
義
性
を
め
ぐ
っ
て
―�

後
藤　

京

　

深
川
本
狭
衣
物
語
（
巻
一
）
か
ら
本
文
研
究
を
見
つ
め
な
お
す

�

小
林
理
正

第
300
回
記
念
イ
ベ
ン
ト

▼
テ
ー
マ
：
院
生
時
代
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
振
り
返
る

　
　

○
奈
良
大
学�

松
本　

大

　
　

○
就
実
大
学�

瓦
井
裕
子

　
　

○
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館�

宮
川
真
弥

第
301
回
10
月
26
日
（
土
）

　
『
万
葉
集
』
巻
二
・
一
四
七
番
歌
の
解
釈
史
―
近
世
か
ら
現
代
ま
で
―

�

川
上
莉
奈

　

古
今
集
撰
者
時
代
に
お
け
る
「
六
月
祓
」
の
一
考
察�

蒲　

姣
艶

第
302
回
11
月
23
日
（
土
）

　

藤
原
為
家
の
「
越
」
字
用
法�

石
村
小
春

　

接
続
助
詞
「
も
の
を
」
に
よ
る
複
文
化
の
過
程
に
つ
い
て

�

百
瀬
み
の
り
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第
303
回
12
月
22
日
（
土
）

　

伝
藤
原
家
隆
筆
大
六
半
切
『
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て�

寺
田　

伝

　

陽
明
文
庫
本
源
氏
物
語
の
表
現
世
界
と
そ
の
摂
取
歌�

瓦
井
裕
子

第
304
回
2
月
15
日
（
土
）

　
「
荒
れ
た
る
宿
」
表
現
の
虚
構
性
―
平
安
時
代
前
期
の
和
歌
を
中
心
に
―

�

百
井　

花

　

天
稚
御
子
降
下
条
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
―
鎌
倉
写
本
の
狭
衣
物
語
本
文
小
考
―�

小
林
理
正

第
305
回
3
月
28
日
（
土
）

　

大
江
斉
光
考�

後
藤　

京

　
『
源
氏
物
語
詞
散
』
の
紹
介

　
　
―
詞
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』
享
受
の
一
端
―�

松
本　

大


